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熊商ブログ更新履歴 
 

 

■修学旅行(１２／１６-１２／１９) 

■２年生お仕事探検フェア 

■ＡＥＤ講習会 

■書道部大会報告 
 

熊商ホームページを 

    ぜひご覧になってください 

 

  

『熊商ホームページ』の 

ＱＲコードです。  

お手持ちのスマホ・携帯電話

から『熊商ホームページ』への

アクセスは下記のＱＲコードを

お使いください！ 

【ギター部】            

  

 ギター部のステージを見に来て下さった熊商

生の皆さん、ありがとうございました。ギター

部は、文化発表会でのステージ発表に向けて、

バンドごとに数か月前から準備を始めました。

２学期に入ってすぐ３年生の先輩方と互いに発

表を行い、多くのアドバイスを受けて、本番ま

でに完成度を高めていきました。そして、当日

楽しいステージにすることができました。 

 文化発表会後に部長を任せていただくことに

なり、ギター部の発展に向けて、軽音部への改

名や連盟への参加を目標としています。応援よ

ろしくお願い致します。 

             部長 石川 ２年  

ステージ部門 

展示部門 【科学部】         

   

 科学部は、「シャボン玉」や「スライム」

の演示実験と「顕微鏡クイズ」をしました。

１か月前から準備を行い、どのようにすれば

上手くいくかを考えました。多くの方に来て

もらえるのか不安でしたが、本番は男女、学

年問わず多くの方が来られました。そして、

「楽しい！」や「面白い！」などの感想を聞

くことができました。準備は大変でしたが、

全員で協力してがんばって良かったと思いま

した。加えて、部員と一つのことをやり遂げ

た達成感を味わうことができ、とても思い出

に残る文化発表会になりました。 

部長  鎌田 ３年  

【英語部】       

  

 私たち英語部はパネル作成をしました。海

外に行く際の注意点や、飛行機搭乗時の国内

と国際の相違点等の内容を取り上げて記事に

しました。図や写真等を多く活用して、見や

すいような工夫を行いました。熊商デパート

の部長会議等もあり、なかなか進まないとい

う状況でした。しかし、部員全員で協力して

朝早くに学校に来て、パネル作成を行い完成

させることができました。 

 このパネル作成を通して、国際的な視野を

広げることができました。パネルを見に来て

下さった方、そして支えて下さった方々にと

ても感謝しています。 

部長  亀元 ２年 

 令和元年１０月１８日、文化発表会が行われました。中心と

なって動いてくれた生徒会の文化委員長と各部長から感想をい

ただきました。 

     文化発表会を終えて      文化委員長 竹本 

  

 今回文化発表会が無事に成功して本当に良かったです。この成功には皆さん

の協力があったからこそだと実感しています。例えば、生徒会でＤＶＤを作成

したのですが、進路に向けての準備で思うように進みませんでした。それで

も、副委員長の古田さんをはじめ、生徒会のみんなが協力してくれて当日まで

に完成することができました。また、ＤＶＤ撮影で休み時間や放課後協力して

くれた方、文化発表会当日上手く進行できるようにステージ裏で動いてくれた

放送部の方、アドバイスをしてくださった先生方など、多くの方に支えていた

だきました。この経験を通して、今まで以上に私も誰かの支えになることを心

掛けていきます。熊商文化発表会、最高でした！！               生徒会有志のダンス 

https://sh.higo.ed.jp/kumamoto-ch/  

https://sh.higo.ed.jp/kumamoto-ch/  



  １０月１２日～２７日に行われた令和元年度熊本県高等学校バスケットボール選手 

 権大会（通称ウィンターカップ県予選）で、女子バスケットボール部が優勝を果たし 

 ました。  

    １１年ぶり３回目の快挙を達成した部員たちは、１２月２３日から東京都で開催さ 

 れる全国高等学校バスケットボール選手権大会ウィンターカップ2019 に出場します。 

 チームを代表して、キャプテンの岩下さんにインタビューしました。 

 

 ―― 決勝戦の試合終了のブザーが鳴った時、どんな気持ちでしたか。 

 岩下 後半追い上げられたものの、リードを守りながら余裕を持って自分たちのプレイ 

    ができた試合でした。それでも、終わった瞬間は今までで一番うれしかったです！ 

 ―― 夏の高校総体後、意識したことはありますか。 

 岩下 高校総体では５点差で負け、準優勝という悔しい結果に終わりました。そこで、 

  一人ひとりが確実に得点できるように、朝練や昼練でシュートを打ち込みました。

走り込みやトレーニングも大事にしました。 

 ―― 全国大会に向けての意気込みを！！ 

 岩下  熊商バスケ部の持ち味である‟守って走

るバスケット”で、見ている方に感動を与えら

れる試合をします。ひとつでも多く勝てるよ

う、頑張ります！ 

 

 １回戦が１２月２３日に武蔵野の森総合ス

ポーツプラザで行われ勝利しました。次戦も熊

商パワー全開で頑張ってください！ 
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☆ウィンターカップ県予選優勝☆ 

―― 卒業まで残り数か月の今、どんなことを考えていますか。 

鹿野 卒業後は実業団に入ります。世界で活躍できる選手 

   になるために、日々、小さな目標を設定してレ 

     ベルアップしていきたいです。クラスやチーム 

     の皆には本当に感謝しています。熊商で一緒に 

     過ごせる時間を大切にします。 

 

 熊商生が在学中に日本代表選手に選ばれたのは初 

めてのことだそうで、来年開催されるＵ１８女子ソ 

フトボール・ワールドカップ出場に向けても期待大 

です！ 

 世界の舞台で戦った経験は今後に生きることでしょ 

う。優勝、おめでとうございます！ 

  熊商生がよりよい 

 学校生活を送れるよ   

 うに、創意工夫しな 

 がら日々頑張る保健  

 委員です。 

 保健だよりは今後も   

 毎月発行されます。 

 皆さん、ぜひお読み 

 ください。 

 

          賞状を手に笑顔の委員長・渡辺さん 

ソフトボール部 鹿野さん 大活躍！！ 

   熊本県高等学校保健会が主催した保健だよりコン   

 クールで、本校の保健委員会が作成した保健だよりが 

 優秀賞に輝きました。１０月１６日に開かれた生徒保  

 健委員連絡協議会で表彰式が行われ、委員を代表して 

 ２年生の松本さんが賞状を授与されました。 

 

   保健だよりコンクールは、公立私立を問わず県内の 

 高校の保健委員会が参加します。年に１度開かれ、前 

 年の９月からその年の８月にかけて発行した保健だよ 

 りが審査対象となります。 

 

  熊本商業高校の保健委員会は、毎月１号、保健だよ 

 りを発行しています。輪番制で作成し、レイアウトか 

 ら記事集めや原稿書き、校正まで２週間以上かけて完 

 成させているそうです。 

 

― 受賞後の松本さんのコメント ―   

  保健委員会では、全員で仕事を分担して活動してい

ます。その結果、一人の負担が軽くなり、積極的な取

り組みにつながっているように思います。今回の受賞

は、各クラスの保健委員が協力しながら役割を果たし

た成果が認められてのことだと思うと、大変嬉しいで

す。 

 １１月５日から中国で開催された第８回女子ソフトボールＵ１７アジアカップに３

年生の鹿野さんが出場し、チームの優勝に貢献しました。「日本代表」という大きな責

任を背負いながら、投手の１人として奮闘した鹿野さんにインタビューしました。 

 

―― アジア大会に臨むにあたって、鹿野さんに変化はありましたか。 

鹿野 私は普段の試合でそれほど緊張しないんです。まったくしないわけではなく、 

   程よく緊張すると言うか…。でも世界大会では、焦る感じの、いつにない緊張 

   感を味わいました。 

 

―― 鹿野さんにとって「日本代表の責任の重み」とはどのようなものでしたか。 

鹿野 「単に‟選考会を勝ち抜いた者”ではないんだ。ＪＡＰＡＮチームの一員として 

   責任を負っているんだ」という思いが常にありました。また、自分のやるべき 

   ことは何か、自分の役割を果たすにはどうしたらよいか、いつも以上に強く意 

   識しました。 

 

―― 日本代表メンバーに選ばれたことで得たものはありますか。 

鹿野 はい、期待にこたえることの大変さを実感したことです。日本代表として出場  

   するからには皆に「おめでとう」と言ってもらえる結果を残したかったし、高 

   校総体で準優勝に終わった悔しさもありました。ですから、自分のためにがん 

   ばったのはもちろんですが、皆の期待にこたえるために頑張ったという部分も 

   大きかったです。 

秋季中学生体験入学✐ 

保健だより表彰♪ 

 日常の熊商を見てもらうことをコンセプトに、１

０月１９日に秋季中学生体験入学が開催され、中学

生・保護者合わせて１１９名が参加しました。２時

間の授業参観が行われ、中学校にはない専門的な内

容を学習する授業が展開されました。多くの中学生

が興味を持って参観していたようでした。 

 その後、体育館で学校の概要説明や、熊商デパー 

トのプロモーションビデオ上映などがありました。

最後に部活動見学の時間が設けられ、熱心に練習す 

る生徒の様子を見学してもらいました。硬式野球部 

やバレーボール部など運動部の人気はとても高く、 

保護者と一緒に見学する姿も多くみられました。参 

加した中学生からは、「学校全体が明るくとても楽 

しそうだった」「どのクラスもグループ活動や個人 

で考えるなど、授業に意欲的に取り組んでいて、雰 

囲気がとてもよかった」などの感想があがり、充実 

した体験入学になったようでした。今回の体験入学 

をきっかけに、本校を進学先の選択肢に含めてもら 

えれば幸いです。 


